
アクセス
TKPガーデンシティPREMIUM京橋ホール22A

〒104-0031

東京都中央区京橋2-2-1 京橋エドグラン 22階

東京メトロ銀座線 京橋駅 8番出口 直結

都営浅草線 宝町(東京都)駅 A5 / A6出口 徒歩3分

JR東京駅八重洲南口 徒歩5分

東京メトロ有楽町線銀座一丁目駅 7番出口 徒歩5分

お申込み
について

現地参加： 200名 、オンライン： 1,000名定員

参加費 無料

お問合せ先
国立研究開発法人 国立国際医療研究センター イノベーション推進室
〒162-8655 東京都新宿区戸山1-21-1 E-mail: sip3_office@hosp.ncgm.go.jp 

※こちらの連絡先はお問合せ専用です。参加申し込みは出来ませんのでご注意ください。

• 本シンポジウムは事前登録制です。

• ２部制での開催です。
第1部：Day Sessionはシンポジウム（現地とオンラインのハイブリッド開催）、
第2部：Night Sessionは現地参加者のみを対象としたポスター発表と本
SIP研究関係者との意見交換会となっております（立食形式）

• 下記URLまたはQRコードからお申し込みください。
https://forms.office.com/r/sv0CSRn07D

※定員に達した場合は登録を締め切らせていただく場合がございます。

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） 第３期

統合型ヘルスケアシステムの構築

2024年度
公開シンポジウム

2025年2月28日(金)13:00-17:00（12:30開場）日時

現地： TKPガーデンシティPREMIUM京橋 ホール22A

オンライン： Zoom
会場

～これからの医療IT・医療AIへの期待～

※希望者のみ現地で17:00~18:45にて研究チームとのNight Session（意見交換会）を実施

https://forms.office.com/r/sv0CSRn07D


プログラム

13:00 開会の挨拶、プロジェクト概要説明

永井 良三 プログラムディレクター （PD） ／ 自治医科大学 学長

13:20 来賓ご挨拶

南部 智⼀ 内閣府 政策参与・プログラム統括

14:25 休憩

16:45 閉会の挨拶

澤田 拓子 サブPD ／ 塩野義製薬株式会社 取締役副会長

13:25 研究開発の概要紹介 ① 1テーマ20分

電子問診票と個人健康情報（PHR）を用いた受診支援・電子カルテ機能補助システムの開発

佐藤 寿彦 株式会社プレシジョン 代表取締役社長（テーマB-2研究開発責任者）

的場 哲哉 九州大学病院 循環器内科・診療 准教授（テーマA-1研究開発責任者）

臨床情報プラットフォーム構築による知識発見拠点形成

14:40 研究開発の概要紹介 ② 1テーマ20分

医療機関・ベンダー・システムの垣根を超えた医療データ基盤構築による組織横断的な医療情報
収集の実現

河添 悦昌 東京大学大学院 医学系研究科 特任准教授（テーマD-1研究開発責任者）

大容量医療データの高速処理・高効率管理・高次解析基盤技術の開発

黒橋 禎夫 京都大学大学院 情報学研究科 特定教授（テーマE-2研究開発責任者）

17:00
～

18:45

Night Session/ポスター発表・意見交換会（現地のみ） 
研究開発チームからの研究紹介・質疑応答と、本SIP研究関係者やご参加される企業・団体等
の方々との立食形式でのフランクな交流の場としてご用意しております。※要事前申込

15:45 パネルディスカッション 「これからの医療IT・医療AIへの期待」

モデレーター： 永井 良三

 喜連川 優

小寺 聡

児玉 安司

本SIP研究開発責任者より

A-1 的場 哲哉 C-2 康永 秀生 E-1 合田 和生

B-2 佐藤 寿彦 D-1 河添 悦昌 E-2 黒橋 禎夫

東京大学 医学部附属病院内科診療部門 特任講師

本SIP 知財・倫理委員会・委員長 ／ 新星総合法律事務所（弁護士）

プログラムディレクター （PD） ／ 自治医科大学 学長

※プログラムは当日までに変更されることがございます。あらかじめご了承ください。

13:15 主催挨拶

國土 典宏 国立研究開発法人国立国際医療研究センター 理事長

サブPD／大学共同利用機関法人情報・システム研究機構長、東京大学特別教授

患者の疾患状態及び施設間動態の可視化を可能とするシステム開発による地域医療構想の実現

康永 秀生 東京大学大学院 医学系研究科 教授（テーマC-2研究開発責任者）

15:40 パネルディスカッション準備

合田 和生 東京大学 生産技術研究所 教授（テーマE-1研究開発責任者）

大規模医療文書・画像の高精度解析基盤技術の開発
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